
（公印省略） 

１建技公第１５号  

                                                           令和元年８月２６日  

関 係 各 位 

 

                                                            

                                           公益財団法人 福岡県建設技術情報センター  

                                                  理事長  山田 好広   

 

 

建築防水工事に関する講習会の御案内 

 

 時下、益々御清栄のこととお喜び申し上げます。 

また当センターの業務につきまして日頃よりご理解、ご支援を賜り御礼申し上げます。 

 当センターでは公共建築に関する講習会を実施しており、今般、建築防水工事に関する講習会を

下記のとおり開催いたします。 

 一層の良質な公共施設の供給や既存建築物の有効活用、適切な維持管理が重要となってくる中、

多数御参加くださいますよう、御案内申し上げます。 

 

 

記 

 

 １ 日  時：令和元年１０月１日（火）１３：１５～１７：００ 

 ２ 場  所：福岡県建設技術情報センター３階 大研修室 

 ３ 対  象：市町村職員及び県技術職員等 

 ４ 研修内容：別紙 「次第 (案) 」のとおり 

５ 参加費用：無料 

６ 留意事項：①駐車場に限りがありますので、できるだけ公共交通機関でお越し下さい。 

②研修会当日、事前に皆様から頂いた質疑事項について応答の時間を設けます

ので、防水工事に関して、講師への質問などございましたら別紙「申込み用紙」

の下欄にご記入ください。 

 

 

【申込み・問合せ先】 

別紙の「申込み用紙」に所要事項を記入の上、９月２０日(金)までに申込みください。 

当センターのホームページにも案内・申込み用紙を掲載しています。 

 

                      〒811-2416 糟屋郡篠栗町大字田中３１５－１ 

                      （公財）福岡県建設技術情報センター  公共建築支援課 洞ノ上 

                       TEL：092-947-2493      FAX： 092-947-2504 

              HP：http://fcti.jp/index.html 



申 込 み 用 紙 

（建築防水工事に関する講習会） 

 

ＦＡＸ：０９２－９４７－２５０４  

〆切：９月２０日（金） 

（公財）福岡県建設技術情報センター 

  公共建築支援課 洞ノ上 宛   

市町村職員（市町村名）            

県職員（部・事務所名）            

ご連絡先（TEL）                     

（FAX）                     

 

 所   属 
 

                      課 

 

                      係 

 役職・氏名 
役職 氏名 

交通手段 公共交通機関 ・ 自動車 ・ 同乗 

 

 所   属 
 

                  課 

 

                       係 

 役職・氏名 
役職 氏名 

交通手段 公共交通機関 ・ 自動車 ・ 同乗 

 

 所   属 
 

                      課 

 

                      係 

 役職・氏名 
役職 氏名 

交通手段 公共交通機関 ・ 自動車 ・ 同乗 

 

質 問 事 項   ※建築防水工事に関する講師への質疑をご自由に記載下さい 

 

 

 

 

 

 

 



 

建築防水工事に関する講習会（案） 
 

 

 

日 時 ： 令和元年１０月１日（火）１３：１５～１７：００ 

場 所 ： 福岡県建設技術情報センター ３階 大研修室 

 

次  第   

 

 

１． 開会挨拶 

 

（公財）福岡県建設技術情報センター 公共建築支援課 浜田  

 

２． 講師、一般社団法人福岡県防水工事業協会の紹介 

 

（一社）福岡県防水工事業協会 

 

３．講習会 

 

（１）実施演習 

 

○ 改質アスファルトトーチ工法  

 

○ 塩化ビニールシート工法 

 

○ ウレタン塗膜工法 

 

～～ 休憩、大研修室へ移動 ～～ 

 

（２）防水工事の長寿命化対策について 

 

  （３）質疑応答並びに意見交換 

 

４．閉会 

 

 

 

 


